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ア シナ ガバ チ類 の社 会 に於 け る優劣 順位1*

(日本産社会性蜂類の研究XII)

守 本 陸 也

 On the dominance order in Polistes wasps I 

(Studies on the social Hymenoptera in Japan XII) 

             Rokuya  Moriinoto

緒 言

優劣 の順位制は従来,多 くの哺乳類,鳥 類,魚 類,ト カゲ類等,い ろい ろな動物 で研 究

され,か な りの知見 が集積 され ている(Allee1938;Alleeeta1.1949).し か し,こ の

よ うな脊椎動物 の群れ社会に見出 されていた順位制 が,系 統発生 の上か ら見 て非常に大 き

く隔たつた群 であ る昆 虫の社会 に発見 された のはPardi(1947～1951)の 研 究 によるもの

であ る.

PardiはPolistesgallicusLinn6の 営巣初期 に見 られ る多雌協 同社会 に於 い て,群 れ

を構成す る個体 間に優劣の順位関係が見 出され ること及び,優 劣の順位 と順位 を形づ くる

各個体 の卵巣 の発達 の度合 との間に,密 接な相関関係が認 め られ ること等を報 じている.

そ の後,Deleurance(1957)は フ ランスに於 い て 同 じ種 に ついて観 察 し,順 位制 の存

在 に対 して否定的な見解を述べた.又,ミ ツバチに於 いては攻撃的 な行動 は認め られ る

が,順 位 は認 め られ ない と報ぜ られ ている(坂 上1954).

しか し,加 藤(1958)の 研 究に よつて コオ ロギ類 の群れ に於 いても,優 劣の順位制が存

在す る ことが判 明した.

現 在迄,昆 虫の社 会についての順位制 の研究 としては以上述べ た諸研究が あるだけで,

最 もよく研 究され ているアシナガバチ類について さえ 順位制 の存否 をめ ぐつ て意見が分れ

てい る状態であ り,そ の研 究は漸 く始 まつた ばか りで ある.

Pardiの 研 究 も営巣初期 に見 られ る多雌社会について行なつた ものが大部分で あつ て,

働 蜂羽化後 の群 れについては殆 ん ど研究 がなされ ていない.営 巣初期 に多 くの雌が協 同し

て巣 を造 る現象 は,熱 帯,亜 熱帯 な どに於 いては普 通に見 られ るが(Bequaert1923;Gervet

1956;Rau1928,1940,1941),我 が 国のよ うな温帯では永 続的に協 同営巣 を行 な う,真 の

多雌社会は見出 されていない(Yoshikawa1955,1957).

従 つ て,Pardiの 研 究 した よ うな社会状態について研究 を行 な うことはできなかつたが,

よ り一層普遍的であ るに も拘 わ らず,今 迄詳細 な研 究が行 なわれ ていない働蜂羽化後 の群

れ社会について,フ タモ ンアシナ ガバチを使 つて順位制 についての研究 を行 なつた・
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本報で取扱つた観察は総て野外に於いて,自 然状態の巣について行ない,観 察した巣の

個体は個体織別のため,ラ ッカーペイン トを使つて中胸背板にマークを付けた.又,観 察

を行なつた場所は九州大学農学部構内及び,福 岡市箱崎の墓地である.こ れらの観察場所

については前に(守 本1953)報 告 したので再記 しない.

優 劣 行 動

優劣行動は群れを形成している個体間に於ける闘いである.こ れにはいろいろな行動型

が見 られ るが,基 本的なものは次の3つ である.

触角で相手の体,特 に頭部をたた く;

大胴で相手の体をかむ;

腹部を腹面の方に曲げて,肢 の間から前方に出して針撃する.

これ らの基本的な行動を単 一に,あ るいは複合して行な うのであるが,上 述した順に攻

撃は激しさを増す.

Pardi(1946～1948)も 報 じているように,優 劣行動の うち最初に行な うのは触角による

たたき合いである.新 らしく羽化して来た個体は前から巣にいる個体 と触角でたたき合 う

が,た たき合いが激 しくなると大臆による噛み合いも同時に行な うようになる.新 しく羽

化 した個体は間もなく打ち負かされ,噛 み伏せられてしまう.こ のような行動を度々行な

ううちに次第に優劣順位が明確化し,触 角で軽 くたたかれただけで闘 うことなく,優 位の

個体が一方的に攻撃を行な うようになる.

Fig. 1. Behavior of superiority or inferiority. Individuals of superior 

     dominance order are tapping the bodies of workers of inferior 

     dominance order with their antennae.



働蜂羽化後の群れに於いては,Pardiが 観察した営巣初期の多雌社会の場合 とは異な り,

触角によるたたき合いとか,大 臆による噛み合いのような,相 互的な激 しい闘いの行動が

見られることは稀である.多 くの場合,羽 化後間もな く優劣の順位が決 り,激 しい闘いを

度々繰返えすよ うなことは認められない.

闘いに負けた劣位の個体は触角を下げ,姿 勢を低 くして巣に体を付け,い わゆる劣位の

姿勢をとる.又,逃 げ出して巣の背面に廻つたり,巣 を飛び出して行 くこともある.

2個 体間の順位が決定した後は,劣 位の個体は優位の個体を避けて近寄 らないようにな

つた り,優 位の個体が接近しただけで直ぐ劣位の姿勢をとるようになる.第1図 及び第2

図に見られるとお り,優 劣行動は優位の個体が一方的に劣位の個体を触角でたたくとか,

大腮でかむとかする場合が大部分であつて,劣 位の個体がこれに対して反撃することは極

めて少なくなる.

針で相手をさす行動は巣を異にする個体間に行なわれるのが普通であ り,最 も激しい闘

いの行動である.隣 接した巣の個体が飛んで来た場合にしばしば見られる.

Fig. 2. Behavior of superiority or inferiority. Individuals of superior 

     dominance order are biting the bodies of workers of inferior 

     dominance order with their mandibles.

以上述べた行動型は総て個々の個体間に行なわれる1対1の 闘いであるが,こ れ以外に

1匹 の個体が他の多 くの個体に対して,威 嚇とみなされ る行動をすることがある.

最上位若しくはそれに次ぐ上位の個体は,腹 部を大きく激しく左右に振 り動かしなが ら,

巣をこするよ うにして巣の前面を活濃に歩 き回 り,時 々,巣 の前面にいる他の個体を追 う

行動をすることがある.劣 位の個体はこの行動を行な う優位の個体を避けて,巣 の背面や



側面に 回つた り,巣 か ら飛 び立つて行 く.又,最 上位の個体が巣 の 日影 の部分 で休,自、して

い る時,時 々翅 を上下 に動 かす ことがあ る.こ れは優劣行動ではないが,順 位制 の存在に

由来 す る行動 で,最 上位 の個体がそ の存在を群れに誇示す る行動 で あ る と思 わ れ る.

優 劣 行 動 に つ い て の 観 察 と分 析

次に記述する観察1～5は いずれもフタモンアシナガバチの働蜂羽化後の群れ社会について行なった

観察記録のうち,優 劣行動に関係のある部分を抄録 したものである.

観察1は1957年6月13日,働 蜂の羽化が始まつてから4日 目の巣No.7038に ついて行なつた観察で

ある.こ こに記録 した個体のうち,♀ はこの巣を創設 した建設雌であり,① ～⑦ は働蜂であるが,⑥,

⑦ は観察当日に羽化 したばかりの個体である.

観察2以 下についても♀は建設雌を,数 記号は働蜂を表わしている.又,こ れらの観察 した個体のう

ち,建 設雌を除く他の個体の観察時の日令は第1表 に示 したとおりである.

観察2及 び3は 観察1と 同じ巣につ いて,そ れぞれ7月1日 及び7月14日 に行なつた観察の記録で

ある.

観察2で は巣が非常に高温になつたためか,建 設雌が休息場所を求めて巣を飛び出 して行つた時(12

時 ～13時20分)が あつた.こ こに掲げた記録は主として建設雌の不在中に見られた激 しい優劣行動を

記述 したものである。

又,観 察3は 建設雌の死亡直後(7月12～13日 の間に死亡)に 於ける群れ社会の優劣行動の記録であ

つた.

観察4は1958年7月8日,巣No.8052に ついて行なつたものであるが,こ の巣では観察の数日前

か ら多 くの働蜂が羽化 し続けて,群 れの個体数が急増 していた.そ の結果,第1表 を見ると明らかなよ

うに,羽 化後間もない若い個体が多くいた巣である.

観察5は1957年8月1日,巣No.7085に ついて行なつたものであり,観 察 した頃は建設雌の産卵

数も多 く,巣 は発展の最盛期であつた.群 れの構成員はいずれも羽化後3日 以上経過 しており,羽 化直

後の個体はいなかつた.

観 察1

8:08(1)♀,蜜 を採集 して帰 る.

(2)② が最初に接近 して♀の口から蜜を貰う.

(3)④ がそこに割込んで少 し貰う.

(4)蜜 の受け渡 しを終り,♀ と ②,④ は共に体の清掃.

(5)⑤ が ② に接近して触角で軽 くたたく.

(6)② は ⑤ をたたき,噛 む.⑤ は劣位の姿勢をとる.

8:10(7)②,④ は幼虫に給餌 して廻る.

(8)③ は ⑤ を触角でたたく.⑤ は劣位の姿勢.

(9)③,⑤ 共に休息する.

9:20(10)⑤ は ② を触角でたたきながら ② の口をなめる.② は劣位の姿勢をとらない.

(11)⑤ は 羽化 して来たばかりの ⑦ の体をなめまわす.

(12)⑤ と ⑦ は触角でたたき合う(Antennalcrushing).前 肢でつかみ合うようにしな

がら,だ んだん激 しくたたき合う.

9:25(13)⑤ と ⑦ は分かれて共に巣の点検を始める.

(14)④ が接近した ⑤ を触角でたたき,大 臆で激 しく噛む.⑤ は劣位の姿勢をとる.

9:45(15)④ は羽化したばかりの ⑥ をたたく.

(16)④ は ⑥ の口から透明な液体をもらう.



第1表.観 察 毎 の 個 体 の 日 令.
観 察1

(17)④ は ⑥ の体をなめる.

9:50(18)⑤ も一・緒に ⑥ の休をなめまわす.

(19)④,⑤ は幼虫に給餌し始める.⑥ は体の清掃.

9=57(20)⑥,巣 の上を歩きまわる.

(21)⑥,⑤ と触角でたたき合う.

(22)⑥ は劣位の姿勢をとる.⑤ は ⑥ の全身をなめまわす.

(23)⑥ は ⑤ を避けて,巣 房に深く体を入れる.

(24)⑤ は ⑥ の体の巣房の外に出ている部分(腹 端,後 肢,翅 端)を なめる.

(25)⑥,巣 房か ら出て ⑤ を触角でたたき,そ の顔をなめる.

10:00(26)⑤ は ⑥ をたたき,そ の頭部をかむ.⑥ は劣位の姿勢.

(27)④ 帰 つて来る.体 の清掃.

(28)④,⑤ は ⑥ をなめる.⑥ は巣に頭を深く入れ,5令 の幼虫と口を接 している.

(29)① は蜜を持つてかえり,幼 虫に与えてまわる.

10:05(30)③ が ① に接近し,触 角を振りながら日を近付ける.

(31)① は ③ をたたき噛む.③ は劣位の姿勢をとる.

(32)①,と び川す.

14:00(33)③,⑦ の休表をなめる.

(34)③ は体の清掃.

(35)④ が ⑦ に接近 して触角でたたき合う.

(36)⑦ は劣位の姿勢になる.④ は ⑦ の体をなめまわす.

(37)③ は再び ⑦ をなめ始める.④ は ⑦ から離れて体の清掃.

14:05(38)③ は ⑦ をなめ続ける.⑦ は劣位の姿勢.

15:43(39)① は持ち帰つた肉塊を ② と分ける.

(40)③ は 肉塊を給餌 してまわる.

(41)⑤,背 面から出て来て触角で ③ をたたく.



(42)③,⑤ を たた き返 す.食 物 は与 え な い.⑤ は 頭 を低 くす る.

(43)③ は ① か ら肉 塊 を受 け と る.

15:45(44)♀,①,② は 給 餌 して い る.

(45)⑤ は ① を 触 角 で た た く.

(46)①,⑤ に獲 物 の 体 液 を 吐 出 して'了え る.

(47)⑥ は 休息 して い る ② に接 近 して触 角 で たた き合 う.

15:50(48)② は ⑥ に獲 物 の 体 液 を1手え る.

16:11(49)③,巣 房 の建 造 を 終 り点検 をす る.

(50)③ と ④,触 角 で た た き合 う.

(51)⑤,⑥ と触 角 で た た き合 う.

(52)⑥,⑤ のLIか ら液 体 を貰 う.

(53)⑤,⑥ と触 角 で た た き合 う.

16:15⑥ は 劣 位 の 姿 勢 を と る.

観 察2

11:10(1)⑦ は 肉 塊 を給 餌 して い る.

(2)②,蜜 を もつ て 帰 る.

(3)⑩,② を触 角 で た た き,蜜 を貰 う.

(4)⑩ は 給餌 して まわ る.

(5)⑦,⑩ を た た く,⑩ は 逃 げ る.

(6)⑦,⑩ 共 に給 餌.

(7)⑦ は ⑩ の翅 を噛 む.

(8)♀ は 産 卵 して い る.

(9)⑦,⑩ を た た き,噛 む.

(10)♀ は 巣 の 日蔭 の 部分 で 休 息.

(11)⑦ は 腹 を 激 し く振 り なが ら巣 の前 面 を 歩 き回 る.

(12)⑦ は 時 々他 の個 体 につ つ か か る よ うに す る.

11;20(13)⑦,⑬ を た た く.

(14)⑬ は 飛 びIIけ.

(15)⑪,⑭ を た た く.⑭ は 劣位 の 姿 勢を と る.

(16)⑪,⑭ 共 に休 息 す る.

(17)⑦ は 休 息 して い る ⑪ に接 近 して た た く.⑪ は 劣 位 の 姿勢.

11:25(18)♀ が 前 面 に 出て 来 る.

(19)⑦ は?を 見て 逃 げ る.巣 か ら飛 び 出す.♀ は点 検.

(20)?は 巣 房 に 深 く入 つ て 休 息 す る.

12:33(21)①,⑦,⑨ は 肉塊 を 幼 虫 に 与えて 回 つ て い る.

(22)⑦,⑨ を た た く.⑨ は 劣 位 の姿 勢.

(23)⑤,⑨ を 噛 む.

(24)⑤,⑦ を た た き噛 む.⑦ は 劣位 の姿 勢 を と る.

(25)①,⑤ を 噛 む.⑤ は劣 位 の 姿 勢.

(26)⑦,⑨ を 噛 む.

(27)⑤,⑦ を 噛 む.

(28)⑦,⑨ を 噛 む.

(29)⑤,⑨ を 噛 む.

(30)⑦,⑨ を 噛 む.

(31)⑤,⑦ を 噛 む.

(32)⑨,⑧ を 噛 む.

(33)①,⑤ を 噛 む.

(34)⑨,⑧ を噛 む.

12:40(35)①,⑨ を噛 む.

(36)①,⑤ を 噛 む.



(37)⑤,⑦ を た た く.

(38)①,⑦ を た た く.

(39)⑦,⑨ を た た く.噛 む.

(40)①,⑦ と噛 み 合 う.⑦ が 負 け て 劣位 の姿 勢 を と る.

13:00(41)⑫ 帰 る.⑨,⑫ を た た く.

(42)⑤,⑦ を 噛む.

(43)① は ⑦ を,② は ⑤ を噛 む.

(44)② は ① に接 近 す る が たた き,噛 まれ て 劣 位 の姿 勢 を と る.

(45)②,⑤ を1噛む.

(46)①,② を 噛む.

(47)① は ⑤ を,⑦ は ⑨ を 噛 む.

(48)② は ⑦ を 噛む.

(49)①,⑦ を 噛む.

(50)⑤,⑦ を 噛む.

(51)①,⑤ を 噛 む.

(52)⑤,⑦ を1噛む.

(53)② が ⑤ を,⑦ が ⑨ を 噛 む.

(54)⑨,⑦ を 噛む.

(55)⑦,⑨ を 噛 む.

(56)①,⑨ を 噛 む.

(57)⑤ が ⑦ を,⑨ が ⑪ を 噛 む.

(58)⑨,⑫ を 噛 む.

(59)⑤,⑰ を 噛 む.

(60)⑤ が ⑨ を,⑦ が ⑪ を 噛 む.

(61)①,⑦ を1噛む.

(62)⑦,⑫ を 噛 む.

(63)①,⑤ を 噛む.

(64)⑨,⑪ を 噛む.

(65)⑨,⑬ を た た き噛 む.

13:10(66)⑨,⑪ を た た く,噛 む.

13:20(67)①,⑦ を 噛む.

(68)♀,帰 っ て 来 る.

(69)①,9に 攻 撃 しか けた が,途lliで 逃 げ る.

(70)⑦ 点 倹,① は巣 房 の 整備.

(71)(7)仁 よイ木逗玉.

(72)⑨ が 前irliに出て 来 たが,♀ を見 て す ぐ側 面 に逃 げ る.

(73)⑤,⑨ を 噛 む.

(74)⑨,⑪ を 噛 む.

(75)⑤ が ⑦ を,⑨ が ⑪ を 噛 む.

(76)①,⑤ を 噛 む.

(77)⑤,⑦,⑨,⑪,⑬,⑭ 共 に 側 面 で 休息.♀ は 前 面 にい て,肉 の 小 塊 を かん で い る.

(78)⑨,(ユPを 噛 む.

(79)⑤,⑨ を 噛 む.

13:30(80)① は産 卵 して い る.

(81)?腹 を振 つ て 巣 の 前 面を 歩 き廻 る.

観 察3

6:30巣 の 前 面中央 に ①,右 上 に ⑥,左 上 に ⑳,下 に ⑳ に位 置 して休 息,羽 化 直 後 の1佃 休

は 巣 房 に深 く入 つ て い る.他 の個体 はす べ て 巣 の側,背 面 で 休 息 してい る.

(1)① が 腹 を 振 りな が ら歩 く.

(2)①,⑥ を た た く.⑥ は 頭 を下 げ る.



(3)①,⑤ を 噛 く.噛 む.

(4)④ か え る.蜜 を 持 つ て い る.

(5)①,⑤ を た た き,噛 む.

(6)⑤,④ の体 を なめ る.④ は 姿 勢 を 低 く して 静 止 して い る.

6:40(7)⑥ が ④ を たた く.⑤ は ④ の 休 を な め まわ す.

(8)⑤,⑥ を 噛 む.

(9)① が 直 ぐや つて 来 て ⑤ を噛 む.

(10)⑤ は 逃 げ る.① は 追 つ て行 つ て た た く.

(11)①,⑥ を た た く.

(12)⑥,④ を 噛 む.休 を な め る.

(13)⑦ か え る.④,⑥ が ⑦ を たた く.

(14)①,⑤ が ⑦ を 噛 む.

(15)①,⑥ を 噛 む.

(16)⑤ は 逃 げ廻 る ⑦ を 追 つ て行 つ て 噛 む.

(17)⑤,⑥ を 噛 む.

(18)⑥ を 噛 ん で い る ⑤ を ① が 噛む.

(19)⑤,⑥ は 劣位 の 姿勢.① 離 れ る.

(20)⑤,⑥ を 噛 む.

(21)①,⑤ を 噛 む.

(22)①,⑦ を た た き,噛 む.

(23)⑤,⑥ を たた く.

(24)① が 直 ぐ近 ず い て ⑤ を た た き,哨 む.

(25)① は巣 の 前 面ll映 都 にい る.①,⑦ に つつ か か り,た た く.

(26)⑳ は ⑳ に[を 近 付 け るが,⑳ にた た き,噛 み イ犬せ られ る.

7:00(27)① は産 卵,

8:00(28)⑤,① に 突 つ か か るが,途 中 で逃 げ る.

(29)①,⑤ を 噛 む.前 肢 を 噛 ん で い る.

(30)①,⑥ を たた く.

(31)① は腹 部 を 左 右 に 強 く振 りな が ら歩 き まわ る.

(32)①,⑤ を た た く.噛 む.

(33)①,休 息.

(34)① は再 び 腹 部 を 振 り動 か しなが ら歩 く。

(35)①,⑤ を,続 い て ⑥ の 翅 を 噛 む.

8:10(36)⑱,① の 口 を な め よ う とす るが,た た か れて 劣 位 の 姿 勢 を と る.

観 察4

10:10(1)♀ は巣 の 下 側,日 蔭 に なつ て い る所 で 休 息 して い るが,時 々翅 を 上 下 して い る.

(2)⑳,⑳ を た た き 噛む.⑳ は 劣位 の 姿 勢.⑳ は扇 風 して い る.

(3)⑳,⑳ を 噛む.

(4)⑳ は 逃 げ て下 方 に行 く.

(5)⑳ は点 検 し,扇 風 す る.

(6)⑳ は 給 餌 して い る.

10:21(7)⑳,⑬ を た た き,上 方 に追 う.

11:24(8)⑯ が 蜜 を採 集 して 帰 る.

(9)⑳ が ⑯ の顔,口 を な め る.

(10)⑯,⑭ を た た く.⑭ は 劣位 の 姿 勢 を と る.

(11)⑳ も ⑯ の 口 を なめ る.

(12)⑳ が 再 び ⑯ の 口 に 口を 近 寄 せ るが,⑯ は 蜜 を 与 え ない.

(13)⑳,飛 び 出す.

(14)⑯ は幼 虫 に 給 餌.

(15)♀ は腹 部 を 激 し く振 つて 歩 き廻 る.



(16)⑳ は 休息 して い る ⑯ の体 を な め る.

(17)⑳ が ⑯ を なめ る.

(18)♀,⑯ を た た く.休 を な め る.⑯ は劣 位 の 姿 勢.

(19)⑳ か え る.

(20)⑳ が ⑳ の 口を な め る.

11:35(21)♀ が ⑳ の 口か ら液 体 を貰 お う とす るが,⑳ は 頭 を体 の下 に曲 げ 入 れて 与 え な い.

14:36(22)⑳,⑳ を た た く.㊧ 劣位 の姿 勢.

(23)⑳ は 扇 風,⑳ は休 息.

(24)⑯ か え る.蜜 を持 つ て い る.

(25)多 くの個体 が ⑯ に接 近 す る.

(26)♀ は それ らの個 体 を 次 々に 噛 む.

(27)⑯ だ け残 り,仙 の個 体 は 逃 げ る.

(28)?,⑯ を 噛 む.⑯ は劣 位 の 姿 勢 を とつ て い る.

(29)♀ は 巣房 の点 検.

14:40(30)⑳,⑯ の 日 か ら蜜 を貰 う.

15:15(31)⑯ は 液体 を 給 餌.

(32)⑳,⑯ の 口を な め よ う とす る.

(33)⑯,⑳ を たた き,噛 む.

(34)⑳,蜜 を もつ て 帰 え る.

(35)♀ と ⑳ が 蜜 を 貰 う.

(36)♀ が ⑳ の 口を 独 占す る.

(37)⑳,⑳ を 噛 む.

(38)♀ が ⑳ を 噛 む.

(39)⑳ が ⑳ の 頭,胸 部 に前,巾 肢 を か けて 口を な め よ う とす る.

(40)⑳,㊧ を噛 み 伏 せ る.

(41)㊧,⑳ の 口 を なめ よ うとす る.

(42)⑳,⑳ を た た き,噛 む が ⑳ はす ぐ又 ⑳ の 口を な め る.

15:19(43)⑳ 飛 び 出 す.

観 察5

9:40(1)♀ は 外 出 して い る.

(2)⑤ は 激 し く腹 部 を 振 り動 か して,巣 の 前 面 を歩 き回 る.

(3)⑤,④ を た た く.④ 逃 げ る.

(4)⑤,④ を た た く.

(5)⑤ は 腹 を振 りなが ら歩 きま わ る.④ は 滴水 を 吸 つ て幼 虫 に 与え る.

(6)⑤,④ を た た く.

(7)④ は 水 を 幼虫 に与え て ま わ る.

(8)⑤ は 腹 を 振 りな が ら歩 く.

(9)⑤,④ を たた く.

9:45(10)⑤ 休 息 す る.

(11)♀ 帰 る.点 検 して まわ る.

(12)④,⑤ 共 に点 検.

(13)⑤,④ を た た き,次 い で 噛 む.④ は 劣 位 の姿 勢を と り,口 か ら水 を浴 れ 落 ち る程 出

して い る.

(14)⑲ は 肉を 持 つ て帰 り,⑳ に 渡す.

(15)?が ⑲ を な め ま わ し,噛 む.

(16)♀,⑳ の 肉塊 を 収 る.

(17)④,⑫ を た た く.噛 む.

(18)⑫,⑲ を たた く.噛 む.

(19)⑫,⑳ を た た き,噛 む.

(20)⑲,?は 給 餌 して い る



(21)⑤,⑲ を た た く.

(22)⑳,⑲ のUを な めよ うと して たた か れ る.⑳,劣 位 の姿 勢.

(23)⑤,④ を た た く.

9:55(24)⑤,⑫ を 噛 む.

15:53(25)⑫ は 肉 を持 つ て{・11}り,♀に渡 す.

(26)⑭ 帰 る.体 の掃 除.

(27)⑭ は近 付 い た ⑫ を た た く.

(28)⑫ は 口 を突 出 して ⑭ に獲 物 の 体 液 をiチえ よ う とす る.

(29)⑭ は ⑫ を 噛 む.⑫ 劣位 の 姿勢.

(30)側 面 で 休息 して い た ⑳ が 前 に出 て来 る と,♀ は腹 を激 し く振 りな が ら歩 き ⑳ を 側

面 に追 う.

(31)⑳,⑲ に近 付 い て 噛 まれ る.

(32)♀ が 休息 して い る周 囲 は広 く空 い て い る.

16:00(33)⑳,⑳ に近 付 い て触 角 を 触 れ よ うとす る.

(34)⑳,㊧ を激 しく噛 む.

(35)⑳ は 逃 げ る.

上述した観察記録を見ると明らかなように,フ タモンアシナガバチの社会に於ける優劣

行動の頻度や行動の型は,社 会によつて,叉,観 察の時期によつて顕著な差異を生 じてい

ることに気付 く.

観察1の ように主 として羽化後間のない若い個体によつて構成されている群れでは,最

初から大腮 を使つて激しい攻撃行動を行な うとか,一 方的に触角でたたいて劣位の姿勢を

とらせるような行動の型は余 り度々見られない.こ れに反 して,触 角によるたたき合いか

ら始まる相互的な優劣行動がしばしば行なわれてい る(行 動番号12,21,25,26,35,

50,53).

観察2及 び3の ように一時的,若 しくは恒久的な大変動が,構 成員の上に生起 した群れ

に於いては(こ れらの場合は ♀の不在及び死),優 劣行動の頻度が著 しく高 くなるばか りで

なく,最 初から激しく,一 方的に噛むとか,た た くとかの行動型が現われ ることが多 くな

る.又,腹 部を強 く左右に振つて巣の前面を歩 き回 り,他 の個体に突つかか り,追 い払 う

ようにす る行動型(威 嚇行動)が 度々見られるのも,こ のような場合に見 られ る顕著な現

象である(観 察2の11,12及 び,観 察3¢)1,25,31,34).

観察4及 び5の ように,群 れが形成されてからかな りの日数を経過 し,そ の間,社 会構

成の上に大きな変動がない場合には,優 劣行動の頻度は低 く,触角によるたたき合いとか,

大腮を使つて噛み合 うような行動は余 り見られない.多 くの場合,優 位の個体が一方的に

劣位の個体をたたくとか,噛 むと云 うような行動の型を示すようである.又,観 察4の1

のような誇示の行動の度数が多 くなるのは,形 成されてからの日数が長 く,安 定 した状態

の群れ社会に於ける優劣関係の特徴である.

群れ生活をしている動物は食餌について,あ るいは休息の場所について,そ の他 さまざ

まの事柄をめぐつて相争 うことが知られている.優 劣行動は個体対個 体の社会関係を規定

する行動であるが,こ の行動によつて心理的,あ るいは社会的な刺戟,興 奮を消滅させ,

緊張状態を減ずることになると考えられる.従 つて,こ のような調整的行動(Adjustive

behaviour)(宮 地,森1953)は,外 的,社 会的要因の存在が刺戟となつて,内 的,心 理

的な興奮 を誘起する結果発現する現象であろう.



Pardi(1947～1948)は アシナガバチ類に於ける優劣行動が結果的に は食物(幼 虫 の唾

液も含めて)を より多 く獲得することになると考えているが,優 劣行動を誘発す る直接的

な要因については考察していない.し かし,上 述 した観察1～5に 見 られ るとお り,ア シ

ナガバチ類に於いてもいろいろな要因に基づいて,優 劣行動が起つていることがわかる.

これ らの観察に於いて,食 物に起因して起つたとみなされ る優劣行動は観察1の 行動5,

6,42;観 察3の 行動26,36;観 察4の 行動10,18,21,26,28,33,40,42;観 察5の

行動15,22,27,29,34等 である.観 察4の21,26,28と か,観 察5の15等 の行動

は優位の個体が,劣 位の個体の持つている食物を求めて起つたものである.こ れに反して,

その他の行動は劣位の個体が優位の個体に対して食物を求めた結果起つたものである.又,

観察1の10,30,41,45,47及 び観察2の3,観 察5の33等 の行動は前に報告 した(守

木1960)よ うに食物の授受をめぐつてなされた信号刺戟の交換であると思われ る.

巣の上の好適な場所(休 息,食 物の獲得,産 卵等の上から)を めぐつて 優劣行動が起 る

ことがある.上 記の観察例中,観 察5の30,31の 行動がこれに当る・観祭3に 記述 した

ように,最 優位の個体が巣の前画中央部を広 く占有することは,優 劣行動が巣の上の場所

の占有 と密接な関係を持つていることを示すものである.叉,観 察2の11,12,19,72,

81及 び,観 察4の15,観 察5の2,5,8等 の威嚇行動や観察4の1の行動 のように・休

息中に示す誇示(Display)と 思われる現象が見 られ るが,こ れらも又,好 適な場所の占

有 と関係のある形式化 した優劣行動の変形 とみなすことができる.

しかし,優 劣行動は食物とか,あ るいは場所のような具体性 のある要因によつて誘起さ

れるとは限 らない.観 察1の12,観 察2の22～79に 見られる ①,②,⑤,⑦ 等の個体

の行動,あ るいは観察3の ① の激 しい優劣行動は,食 物や好適な場所等が直接的な誘因

となつて起つた ものではなく,個体 対個体の社会的な緊張に基づ く行動であ り,優 劣の順

位に関して発現するものである.順 位の下の個体が巣にいることが行動を誘発するのであ

る.こ のような緊張は優劣行動を通 じて他の個体に心理的,あ るいは社会的な圧力を加え

ることになると推察され る.

本報に記述 した諸観察を見 ると明らかなとお り,一 般に優劣行動の頻度が増大するのは

建設雌の死,食 物や産卵場所の不足,新 しい個体 の羽化のような構成員の加入等,社 会的

な環境が著しく変化する場合である・ このような時,群 れ社会の構成員の心理的な興奮は

著しくたかまり,個 体間の社会的緊張の度合が強 くなるので,調 整的行動 として優劣行動

が発現し,個 体間の社会的緊張の度合が減ずると推察される.

要 約

フタモンアシナガバチの働蜂.羽化の群れ社会に於ける優劣行動について 研究した結果,

その行動型 はPardiの 報告したP.gallicusLinn6の 行動型と同様であることがわかつた。

しかし,新 らしく威嚇及び誇示 と見なされる行動型を見出した.威 嚇行動は腹部を激し

く左右に振 りながら巣の前面を歩 き回 り,時 々他の個体に突つ か かるようにする行動で

ある.誇 示は休息している時に翅を上下に大きく動かす行動であるが,こ れによつてその

存在を群れに示すものである.こ れ らの行動はいずれ も最優位の個体が行な うのが普通で



ある.

優劣行動の発現の状態(頻 度や行動の型)は 群れの社会的環境条件の相違に従つて さま

ざまであることが判つた.し かし,構成されてから間のない新 らしい群れでは触角によるた

たき合いとか,大腮 による噛み合いとかのような行動が度々行なわれるが,日 数を経過 した

安定状態にある群れでは優位の個体が劣位の個体をたたき,噛 むと云 うように一方的な行

動が多くなる.叉,群 れの構成上に大きな変動が起つた場合一 時的若しくは恒久的に),

優劣行動の頻度が著しく増大する傾向が認められる.優 劣行動は主 として食物,場 所,順

位等をめぐつて誘起され るが,こ れは他の動物に於ける発現の機構とよく類似している・

優劣行動は個体対個体の関係を規定する行動であるが,こ の行動によつて心理的,あ るい

は社会社な刺戟,興 奮を消滅させ,緊 張状態を減ずる調整的行動であると推察され る.
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                               Summary 

   Examination was made about the behavior of superiority or inferiority in 
the society of the worker of Polistes chinensis antennalis Perez following its 
emergence. As the result of this study, it became apparent that its behavior 

pattern was practically similar to the report submitted by Pardi. 
 However, a new pattern of behavior, which could be considered either as 

threat or display, was also found. 
   It is usual that such pattern of behavior is shown by an individual endowed 

with the most superior position, while such behavior is not intended against any 

particular individual but is intended against all the component members of the 
society. In this sense, it may safely be taken as a signal behavior. 

   While the behavior of superiority or inferiority shown by Polistes wasps is 
such that stipulates the individual-to-individual social relation, it is assumed 
that, through such behavior, psychological or social stimulation or excitement 
may be abated in the same manner as the state of tension. 

   Accordingly, it may be presumed that internal or social factors will work 
to stimulate internal or psychological excitement, as a result of which such 
behavior of adjustment is brought about. 

   As a result of a detailed examination of the appearance of the behavior of 
superiority or inferiority in Polistes wasps, it is found that while the frequency 
of such appearance and the pattern of behavior will be subjected to various 
modifications according to the varying social environmental circumstances of 
the group, the principal factors responsible for such behavior are the acquisi-
tion of foods, occupation of a most suitable place and dominance order. 

   This aspect closely resembles the process of the appearance of such beha-
vior in other animals.


